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３ 月 定 例 会令和２年度 当初予算概要

地方交付税（45.3％）
60 億７,200 万円

町税（11.4％）
15 億 2,637 万 3 千円 繰入金（5.7％）

7 億 6,277 万 8 千円

諸収入（3.5％）
4 億 8,148 万 6 千円

各種交付金等（4.3％）
5 億 7,572 万 7 千円

国県支出金（13.6％）
18 億 2,723 万 6 千円

町債（16.2％）
21 億 7,740 万円

一般会計
歳入（収入）

自主財源
27 億 7,063 万 7 千円

（20.6％）

依存財源
106 億 5,236 万 3 千円

（79.4％）

一般会計

134億2,300万円

一般会計当初予算の推移

125億
8,100万円

138億
5,600万円 128億

3,400万円

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

【当初予算のポイント】
　令和２年度の一般会計当初予算は、歳入歳出の額が
それぞれ１３４億２, ３００万円となりました。
　前年度と比較すると、５億８，９００万円の増加とな
りました。
　本町は合併から１５年目を迎え、合併特例による財
政優遇措置期間が平成２７年度で終了し、激変緩和期
間が令和２年度で終了となります。
　 町 の 財 政 は 地 方 交 付 税 を は じ め と し た 依 存 財 源

（79.4％）の動向に大きく左右される財源構造となって
います。

２

125億
8,100万円

総額１９３億３，２６５万７千円

令和2年度

134億
2,300万円



３ 月 定 例 会 令和２年度 当初予算概要

総額１９３億３，２６５万７千円令和２年度
当 初 予 算

【令和２年度 各種会計当初予算】

会計区分 一般会計 特別会計
企業会計

国民健康
保　　険

後期高齢者
医　　　療 介護保険 農 林 業

集落排水 公共下水道 水道事業

予 算 額 134億
2,300万円

47億
8,580万円

17億
3,280万円

2億
3,650万円

22億
8,210万円

1億
3,860万円

3億
9,580万円

11億
2,385万7千円

前年度比 5億
8,900万円

1億
6,714万円 ー420万円 1,590万円 8,630万円 ー450万円 3,980万円 3,384万円

一般会計
歳出（支出）

総務費（13.1％）
17 億 5,128 万 3 千円

民生費（18.8％）
25 億 2,192 万 3 千円

衛生費（7.3％）
9 億 8,423 万 8 千円

労働・商工費（10.1％）
13 億 6,799 万 8 千円

農林水産業費（8.2％）
10 億 9,455 万 5 千円

土木費（10.2％）
13 億 6,264 万 3 千円

教育費（11.4％）
15 億 3,559 万 3 千円

消防費（6.5％）
8 億 7,659 万 4 千円

公債費（11.6％）
15 億 5,194 万 1 千円

議会・災害対策費など（2.8％）
3 億 7,633 万 2 千円

　令和２年第１回定例会が、３月６日から１３日までの８日間の会期で開催され、町からは、
条例制定・改廃１７件、令和元年度補正予算３件、令和２年度当初予算７件、報告１件、諮問２件、
その他の議案２７件が提出されました。
　また、議会からは２件の委員会提出議案が出され、慎重な審議が行われました。

３



３ 月 定 例 会令和２年度 当初予算概要

４

【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

事　業　名 予算額
( 国県支出金 ) 事　業　目　的　・　内　容

チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ ツ ー リ ズ ム 事 業
3,850

(1,925)

地域資源の活用と継続的な関係人口の獲得を目的とした首都圏などの
企業研修の場づくりを実施するとともに地域の人材育成を図り、地域
での持続可能な仕組みづくりを行う。

人 財 育 成 支 援 事 業
191

( ｰ )
主査以下の職員に対し、PDCA サイクルを体感してもらい、日常業務
の効率化を図る。

町 ホ ー ム ペ ー ジ 更 新 業 務
6,000

( ｰ )
高齢者や障がい者など、年齢的・身体的条件に関わらず、誰もが見や
すく利用しやすい町の公式ホームページの作成を行う。

R P A 実 証 実 験
2,475

(825)
ソフトウェアのロボット技術によって定型的な事務作業を自動化する
システムの実証実験を行う。

国 勢 調 査
11,670

(10,549)
人口、性別、年齢、配偶の関係、就業の状態や世帯の構成といった「人
口及び世帯」に関する各種属性の調査を行う。

強 い 農 業・ 担 い 手 づ く り 総 合 支 援 事 業
12,363

(10,303)
地域農業の担い手として経営発展の取り組みを行おうとする農業経営
体に対して施設や機械導入の支援を行う。

森 林 環 境 譲 与 税 事 業
39,258

( ｰ )
民有林における林業経営の効率化と森林経営の適正化を促進するため、
町が森林所有者と林業経営者をつなぎ適正な森林管理を行う。

補 助 治 山 事 業
30,600

(21,350)
藤生小塩地区地滑り対策のため、簡易法枠（かんいのりわく）工事を
行う。

小 規 模 事 業 者 等 活 性 化 事 業
500

( ｰ )
町内に主たる事業所を有し、販路開拓・生産性向上・経営安定化など
に積極的に取り組む小規模事業者などの支援を行う。

東 武 軸 連 携 外 国 人 観 光 客 誘 客 促 進 事 業
10,000

(8,000)
会津若松市・下郷町との連携により、本物の自然体験コンテンツを創
出・提供を行い、滞在型観光の推進を行う。

町 営 住 宅 会 下 団 地 住 戸 改 善 事 業
8,000

(3,840)
建築から 30 年以上経過している会下団地の大規模改修を目的とする
実施設計を行う。

防 災 行 政 無 線 設 備 更 新 事 業
167,695

( ｰ )

災害時などに多様な情報伝達手段による住民への情報伝達を迅速に行
える一斉送信システムの導入を目的として、本庁の防災行政無線親局
設備の更新を行う。

山 村 留 学 事 業
5,604

（2,802）
町内の小中学校の存続と地域活性化を目的として、都会からの子ども
達の山村留学を実施するための基本計画作成を行う。

御 蔵 入 交 流 館 照 明 設 備 改 修 工 事
333,606

( ｰ )
老朽化が進んでいる照明設備の LED 化などの大規模改修を行い、住民
の文化伝統芸術活動の拠点として施設の適切な維持管理・運営を行う。

奥 会 津 博 物 館 企 画 展 事 業
1,229

( ｰ )
地域の歴史を学ぶ機会と博物館の活性化を目的として、中世の奥会津
に焦点をあてた特別企画展を実施する。

東京オリンピック・パラリンピック参画事業
16,720

(5,040）

人や文化の交流を通して地域の魅力を国内外へ発信するため、アルメ
ニア共和国のホストタウンとして、大会終了後に選手団を迎えて、交
流事業を実施する

新 規 事 業 一 覧



チップ生産保管施設内にある木材破砕機

３ 月 定 例 会 議案審議

５

　

窓
明
の
湯
は
平
成
30
年

４
月
７
日
に
新
た
な
施
設

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
約

２
年
し
か
経
過
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
指
定
管
理
受
託

事
業
者
の
意
見
や
提
案
は

な
か
っ
た
の
か
。

問

答
　

指
定
管
理
受
託
事
業
者

で
あ
る
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
と
は
、四
半
期
に
一
度
、

経
営
状
況
や
要
望
事
項
な

ど
の
打
合
せ
の
場
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
町
民
の

方
々
か
ら
、
利
用
し
や
す

い
料
金
体
系
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
の

協
議
の
結
果
、
利
用
者
増

加
に
結
び
つ
け
る
た
め
、

利
用
料
金
を
安
く
し
ま
し

た
。

議
案
第
11
号
～
12
号

小
豆
温
泉
窓
明
の
湯
に
関
す
る
条
例

　

小
豆
温
泉
窓
明
の
湯
は
、
町
民
の
福
祉
と
健
康
の
増

進
と
観
光
事
業
の
発
展
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
施

設
で
す
が
、
利
用
者
の
動
向
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
町

民
利
用
が
多
く
、「
低
料
金
で
町
民
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
保
養
所
と
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
町
民
の
利
用
促
進
の
た
め
、
地
域
住
民
に
親

し
ま
れ
る
保
養
所
と
し
て
の
機
能
を
前
面
に
出
し
、
こ

れ
ま
で
の
窓
明
の
湯
条
例
を
廃
止
し
、
保
養
所
と
し
て

位
置
づ
け
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号

木
材
加
工
保
管
施
設
条
例
の
改
正

　

青
柳
区
に
あ
る
チ
ッ
プ

生
産
保
管
施
設
は
、
町
の

循
環
型
社
会
の
中
核
を
な

す
施
設
で
あ
り
、
林
業
政

策
の
一
環
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
条

例
改
正
に
よ
り
、
指
定
管

理
施
設
か
ら
除
外
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
今
後
の
考

え
は
。

問

答
　

こ
の
生
産
保
管
施
設
で

は
、
平
成
21
年
度
に
導
入

し
た
木
材
破
砕
機
に
よ
り

チ
ッ
プ
生
産
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
チ
ッ
プ
の
形
状

が
不
均
一
で
燃
料
チ
ッ
プ

と
し
て
適
合
せ
ず
、
改
善

に
は
さ
ら
に
設
備
投
資
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

チ
ッ
プ
生
産
を
中
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
森
林
組
合
と

協
議
し
な
が
ら
利
活
用
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

議
案
第
18
号

小
豆
温
泉
せ
せ
ら
ぎ
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
廃
止

　

条
例
廃
止
後
、
既
存
の

施
設
関
係
撤
去
の
予
定

は
。 問答

　

す
ぐ
に
撤
去
は
行
い
ま

せ
ん
。

　

今
後
は
キ
ャ
ン
プ
場
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
団
体
な
ど

の
提
案
な
ど
を
受
け
な
が

ら
活
用
方
法
を
検
討
し
ま

す
。

　

施
設
の
撤
去
を
行
わ

ず
、
現
状
の
ま
ま
で
も
支

障
は
な
い
か
。

問答
　

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
夏
場
の
周
辺
の
草
刈

り
、
冬
場
は
除
雪
を
行
う

な
ど
通
常
の
維
持
管
理
は

こ
れ
ま
で
同
様
行
い
ま

す
。

今後活用方法が検討される
小豆温泉せせらぎオートキャンプ場



３ 月 定 例 会

６

議案審議

問
　

地
域
協
議
会
が
町
村
合

併
時
に
設
立
し
て
か
ら
14

年
が
経
過
し
ま
す
が
、
政

策
提
案
が
あ
っ
て
、
施
策

に
反
映
し
た
も
の
は
あ
り

ま
す
か
。 地

域
協
議
会
委
員
報
酬

総務費

　

舘
岩
地
域
の
舘
岩
幼
稚

園
の
保
育
所
化
提
案
や
、

公
共
交
通
の
再
編
、
さ
ゆ

り
荘
の
建
設
な
ど
、
委
員

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
計
画
を
策
定
し
て
き
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。

答

少
雪
経
済
対
策
事
業
（
指
定
管
理
料
）

商工費問
　

町
内
各
ス
キ
ー
場
の
指

定
管
理
受
託
事
業
者
に
対

し
て
支
出
す
る
も
の
だ
と

思
う
が
、
事
業
者
の
中
に

は
、
町
外
の
ス
キ
ー
場
を

運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

各
事
業
者
か
ら
地
元
の

事
業
者
や
雇
用
者
に
支
払

わ
れ
る
の
か
。

答
　

今
回
の
予
算
執
行
に
あ

た
り
、
地
元
へ
の
支
払
い

を
優
先
的
に
行
う
こ
と
を

条
件
に
指
定
管
理
受
託
事

業
者
に
指
導
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
精
算
時
に
提

出
い
た
だ
く
収
支
明
細
な

ど
の
書
類
を
確
認
し
、
必

要
な
経
費
に
支
出
さ
れ
る

よ
う
精
査
し
て
い
き
ま

す
。

議
案
第
46
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

問
　

今
回
計
上
さ
れ
た
予
算

額
は
、
過
去
３
カ
年
の
収

支
の
平
均
額
と
本
年
の
損

失
額
と
の
差
額
を
補
填
す

る
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
３
カ
年
の
収
支
の

平
均
額
の
合
計
以
内
の
支

出
が
適
正
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
。

答
　

少
雪
の
影
響
で
町
と
し

て
支
援
が
必
要
と
判
断

し
、
積
算
根
拠
を
検
討
し

た
結
果
、
今
回
の
予
算
計

上
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
回
計
上
し
た
金
額
を

そ
の
ま
ま
指
定
管
理
受
託

事
業
者
に
支
払
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

必
要
な
経
費
を
精
査
し

た
う
え
で
支
出
し
ま
す
。

議
案
第
49
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

問
　

具
体
的
な
事
業
内
容

は
。

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
委
託
料

総務費

　

首
都
圏
の
企
業
研
修
の

場
と
し
て
、
当
町
の
資
源

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
事

業
で
す
。

　

経
済
や
人
の
流
れ
を
本

町
に
向
け
、
都
会
か
ら
来

答

て
い
た
だ
い
た
社
員
の

方
々
に
町
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
い
、
つ
な
が
り
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
広
告
、

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
の

企
画
を
し
て
、
都
会
の
企

業
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い

ま
す
。

問
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

人
員
数
と
配
置
先
予
定

は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
け
入
れ
事
業

総務費

　

令
和
２
年
度
は
４
人
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配

置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

川
嶋
さ
ん
と
野
村
さ
ん

は
、
奥
会
津
博
物
館
に
配

置
し
、
藍
染
技
術
を
習
得

答

し
て
い
た
だ
き
普
及
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は
、
昨
年
度

か
ら
の
継
続
で
、
耻
風
地

区
の
地
域
活
力
の
た
め
の

ま
ち
お
こ
し
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

澁
川
さ
ん
は
、
伊
南
地

域
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
的
に

活
動
を
行
い
ま
す
。

南会津町で活動する地域おこし協力隊の４人
　　　  写真左より、澁川絢有さん、川嶋恵さん、

　　　　　　野村美登里さん、山田雄大さん



３ 月 定 例 会 議案審議

７

問答
　

購
入
す
る
内
容
は
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

と
電
気
柵
を
併
用
し
た
防

護
柵
で
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
用
備
品
購
入
費

農林水
産業費

問
　

事
業
の
内
容
は
。

地
域
振
興
緊
急
対
策
事
業
補
助
金

商工費

　

地
域
内
の
消
費
者
の
購

買
意
欲
の
向
上
、
地
域
経

済
、
商
工
業
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
10
％
～

30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
発
行
す
る
事
業
で

す
。 答

問
　

昨
年
９
月
の
定
例
会
で

社
会
福
祉
法
人
桜
寿
会
に

対
し
支
援
を
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
が
、
支
援

に
至
る
ま
で
の
経
営
陣
の

姿
勢
は
ど
う
な
の
か
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置
資
金
借
入
金

償
還
補
助
金

民生費

　

理
事
か
ら
の
資
金
提
供

は
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。 答問

　

設
置
責
任
者
で
あ
る
理

事
が
責
任
を
負
う
べ
き
と

こ
ろ
を
町
が
支
援
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
今
後
、

町
と
し
て
十
分
な
精
査
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

入
所
さ
れ
て
い
る
方
や

働
い
て
い
る
方
々
の
生
活

と
介
護
の
体
制
を
将
来
に

担
保
し
て
い
く
支
援
の
形

が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
町
の
考
え
は
。

答
　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
向

き
合
っ
た
中
で
今
回
の
支

援
を
行
う
方
針
と
し
ま
し

た
が
、
町
と
し
て
今
後
の

経
営
を
し
っ
か
り
し
て
い

た
だ
く
よ
う
法
人
へ
の
指

導
・
監
視
を
し
て
い
き
ま

す
。

問
　

経
営
の
責
任
者
で
あ
る

理
事
か
ら
の
資
金
提
供
は

あ
っ
た
の
か
。

　

法
人
の
理
事
長
や
事
務

局
長
か
ら
、
理
事
会
の
内

容
を
聞
き
取
り
し
ま
し

た
。

　

経
営
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
う
え
で
、
法
人
と
し

て
何
ら
か
の
支
援
が
無
い

と
継
続
で
き
な
い
と
い
う

共
通
認
識
を
持
っ
た
う
え

で
、
町
に
支
援
を
求
め
た

い
と
い
う
方
針
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

答

問答
　

設
置
予
定
距
離
と
対
象

地
域
と
財
源
は
。

　

約
９
８
０
０
メ
ー
ト
ル

で
、
田
島
地
域
内
９
地
区

に
無
償
貸
与
し
ま
す
。

　

財
源
は
県
の
補
助
金
で

す
。

問

答

　

事
業
の
内
容
は
。

　

町
の
単
独
事
業
で
実
施

す
る
電
気
柵
の
設
置
や
、

鳥
獣
追
い
払
い
用
の
花
火

購
入
費
に
対
し
補
助
金
を

交
付
す
る
事
業
で
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金

農林水
産業費

問答
　

１
頭
あ
た
り
の
捕
獲
報

償
金
は
い
く
ら
か
。

　

令
和
元
年
度
は
１
頭
あ

た
り
、
１
万
３
千
円
で
し

た
が
、
令
和
２
年
度
は

１
万
８
千
円
に
増
額
す
る

予
定
で
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕
獲
等
対
策
事
業
報
償
金

農林水
産業費

問答
　

捕
獲
頭
数
の
見
込
み

は
。

　

サ
ル
１
５
０
頭
、
シ
カ

２
０
０
頭
、
イ
ノ
シ
シ
40

頭
の
合
計
３
９
０
頭
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

問
　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
事

業
で
す
が
、
効
果
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

町
外
か
ら
の
消
費
獲
得

も
重
要
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
内
の
消
費
の
拡
大

も
重
要
で
す
。

　

地
元
の
商
工
業
者
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
で
き

る
だ
け
地
元
で
の
消
費
を

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
効
果
が
出
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

答



３ 月 定 例 会

８

議案審議

国
へ
意
見
書
を
提
出

総
務
委
員
会
提
出
議
案

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を

求
め
る
意
見
書

　

福
島
県
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
の
減
少
・
流
出
が

進
み
、
震
災
当
時
と
比
較
し
て
生
産
年
齢
人
口
は
約

20
万
人
も
減
少
し
、人
手
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
を
補
う
た
め
の
外
国
人
労
働
者
数
も
対
前

年
比
で
約
20
％
増
加
し
、
障
が
い
者
雇
用
数
も
県
内
民

間
企
業
で
過
去
最
高
を
更
新
、
非
正
規
労
働
者
は
雇
用

全
体
の
約
４
割
と
な
る
な
ど
働
き
手
の
多
様
化
も
進
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
国
籍
、
雇
用
形
態
の
違
い
、
障
が
い
の
有

無
な
ど
を
理
由
に
労
働
者
を
低
賃
金
で
雇
用
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
こ
で
働
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
就
労
形
態
で
も
、

賃
金
は
少
な
く
と
も
生
活
で
き
る
水
準
を
確
保
し
た
上

で
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た
水
準
と
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
る
消
費
者
の
購
買
力
の
低
下

は
、
企
業
活
動
の
縮
小
や
賃
金
の
デ
フ
レ
化
を
招
き
、

地
域
経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
と
更
な
る
経
済
の
縮
小
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
消
費
増
税
に
よ
る
物
価
変
動
へ
の
影
響
も

無
視
で
き
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
福
島
県
の
一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
、
最

低
賃
金
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
福
島
県
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
と
早
期
発
効
な
ど
を
強
く
求
め
ま
す
。

県
へ
意
見
書
を
提
出

県
立
南
会
津
病
院
の
医
師
確
保
充
実
強
化
を

求
め
る
意
見
書

採択 文
教
厚
生
委
員
会
提
出
議
案

　

南
会
津
地
方
唯
一
の
病
院
で
あ
る
県
立
南
会
津
病
院

は
、
県
に
よ
る
医
師
配
置
・
派
遣
を
受
け
、
地
域
住
民

の
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
大
変
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
医
師
不
足
や
偏
在
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
福

島
県
は
平
成
28
年
12
月
に
少
子
高
齢
化
や
高
齢
化
社
会

の
進
行
に
よ
る
医
療
・
介
護
の
需
要
増
大
な
ど
を
見
据

え
、
そ
の
課
題
解
決
の
た
め
福
島
県
地
域
医
療
構
想
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
の
な
か
で
は
、
南
会
津
地
域
に
お
い
て
必

要
な
医
療
機
能
の
確
保
と
、
不
足
し
て
い
る
診
療
科
の

医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
31
年
に
は
南
会
津
病
院
の
内

科
医
と
整
形
外
科
医
が
合
計
３
名
減
員
と
な
り
、
ま
た

本
年
４
月
か
ら
は
常
勤
の
整
形
外
科
医
が
非
常
勤
対
応

に
な
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
続
け
る
に
は
安
心
し
て
享
受
で
き
る
地
域
医

療
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
立
南
会
津
病

院
の
常
勤
医
師
配
置
に
よ
る
充
実
強
化
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
（
22
頁
に
意
見
書
提
出
時
の
記
事
が
あ
り
ま
す
）

（
一
部
抜
す
い
）

採択

問
　

各
学
校
へ
の
特
別
支
援

教
育
支
援
員
の
配
置
基
準

は
。

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬(

特
別
支
援
教
育
支
援
員)

教育費

　

各
学
校
か
ら
の
要
望
に

基
づ
き
、
一
校
毎
に
職
員

が
現
場
を
確
認
し
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、

配
置
を
決
定
し
て
い
ま

す
。 答問

　

要
望
が
あ
り
な
が
ら
、

配
置
が
さ
れ
な
か
っ
た
学

校
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

　

優
先
順
位
を
決
め
な
が

ら
、
予
算
内
で
の
対
応
と

な
る
た
め
、
要
望
ど
お
り

配
置
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

教
員
の
負
担
が
大
変
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
負
担
が

多
い
と
い
う
も
の
が
あ
れ

ば
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

答 す
が
、
教
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
し
っ
か
り
配
置

す
べ
き
で
は
。

　３月定例会の議案審議で
は１０４件の質疑がありま
した。紙面の都合上、議会
だよりでは一部のみ掲載し
ております。
　本会議のようすは、イン
ターネット（You Tube）で
見ることができます。

南会津町議会中継：You Tube



１　馬場　　浩　議員・・・・10㌻
　●①新設の第三セクター「株式会社みなみあい
　　   づ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　●②林業成長産業化地域創出モデル事業
　　③県が進めている高校改革
　　④気候変動適応計画

登 壇 順 序 ・ 質 問 項 目

一般質問

　令和２年３月定例会の一般質問は、１１～１２日の２日間にわたり行われました。

　一般質問は、議員が町の行政全般にわたり執行機関に問題点をただし、所信の表明を
求めて政治姿勢を明らかにするものです。

９人の議員が登壇

２　楠　　正次　議員・・・・11㌻
　●①交流人口増加対策

３　室井　英雄　議員・・・・12㌻
　●①田島地区中心市街地活性化事業における、　
　　   まちなか拠点整備
　●②南会津町公共施設整備等総合管理計画

４　湯田　芳博　議員・・・・13㌻
　●①住民自治と総合振興計画樹立・検証のあり方
　●②南会津病院における医療体制の取り組み
　●③みなみやま観光株式会社の経営実態と今後の
　　   あり方
　　④町有施設の指定管理基準のあり方

６　湯田　　哲　議員・・・・15㌻
　● ①少雪経済対策の更なる充実を
　　 ②「ＩＣＴ戦略室」（仮称）専門課を創設し
　　   ＩＣＴコスト削減を推進せよ
　● ③今後の公共施設の大規模な設備更新予定は
　　 ④役場機能保持のためのテレワークの環境づく
　　   りを
　　 ⑤児童生徒が自宅でテレ授業を受けられる環境
　　   づくりを

７　川島　　進　議員・・・・16㌻
　● ①町有財産（土地・建物）の未登記物件は
　● ②舘岩高齢者生活福祉センター「高夕」は居住
　　   棟の利用率向上を

８　渡部　訓正　議員・・・・17㌻
　●①地域医療を守るため
　　②町民の安全・安心をめざして

５　湯田　良一　議員・・・・14㌻
　● ①介護職員の育成をすべきでは
　● ②高齢者の運転者に対して安全装置の設置に
　　　  支援を

９　大桃　英樹　議員・・・・18㌻
　● ①町の宣言「地域の力はみんなの力」実現のた
　　   めに
　● ②介護保険事業

９

※丸数字左に●がある項目が掲載された質問。それ以外は紙面の都合で掲載できませんでした。
　内容は南会津町議会中継（YouTube）で見ることができます。



　

町
内
の
森
林
は

　

町
有
林
、
私
有

林
と
も
伐
期
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
の

事
業
計
画
は
。

　

新
会
社
に
民
間

　

及
び
第
三
者
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
導
入
す

る
考
え
は
。

　

経
営
の
民
間
感

　

覚
（
経
営
判
断

能
力
）
の
醸
成
を
ど
う
促

進
し
て
い
く
の
か
。

　

準
民
間
企
業

　

の
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
の
研
修
を
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
習
得
し
て
い
る

と
考
え
る
の
で
、
広
域
性

と
収
益
性
、
地
域
振
興
の

観
点
か
ら
町
が
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
は
必
要
だ
が
、

深
く
関
与
す
る
こ
と
は
民

間
活
力
を
阻
害
し
か
ね
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
こ
れ
ま
で

同
様
、
新
会
社
に
対
し
て

も
必
要
に
応
じ
た
助
言
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問町
長

町政を問う
一 般 質 問

10

町長＝必要に応じた助言支援をしていく

新 設 第 三 セ ク タ ー の 運 営 方 針 は

町
内
森
林
の
伐
期
対
策
は

町
長
＝
伐
採･

再
造
林
を
計
画
的
に
す
す
め
る

問
　

新
会
社
は
３

　

社
が
統
合
す

る
こ
と
に
伴
い
、
組
織
が

大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、

町
内
の
事
業
経
験
者
や
有

識
者
な
ど
の
協
力
を
得
て

町
長

問

　

町
で
は
、
将

　

来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
町
内
の
森

林
資
源
の
活
用
と
育
成
の

観
点
か
ら
伐
採
・
再
造
林

を
計
画
的
に
進
め
、
国
・

県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
町
有
林
の
事
業
量

と
発
注
量
を
維
持
確
保
す

る
と
と
も
に
、
私
有
林
の

森
林
整
備
な
ど
も
推
進
し

ま
す
。

馬場　浩　議員

町
長

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
県
が
進
め
て
い
る
高
校
改
革

　
・
気
候
変
動
適
応
計
画

令和２年４月１日にスタートした第三セクター「株式会社みなみあいづ」

会
社
の
運
営
状
況
や
各
種

事
業
に
対
し
て
助
言
支
援

を
い
た
だ
く
体
制
づ
く
り

の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。



　

今
シ
ー
ズ
ン
は

　

全
国
的
に
降
雪

量
が
少
な
く
、
町
内
の
４

ス
キ
ー
場
の
営
業
実
績
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
で

す
。

　

県
内
ス
キ
ー
場
の
入
込

状
況
と
今
後
の
町
内
４
ス

キ
ー
場
経
営
に
対
す
る
考

え
は
。 問

町政を問う
一 般 質 問

11

町長＝指定管理者と協議し慎重に対応

町 内 ス キ ー 場 の 今 後 は

を
除
い
て
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

町
内
４
ス
キ
ー
場
は
長

年
地
域
の
雇
用
と
経
済
を

支
え
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
の
経
営
は
、
雇
用
や
地

域
経
済
へ
の
効
果
、
季
節

従
業
員
の
確
保
な
ど
の
要

因
の
変
化
を
見
極
め
、
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

指
定
管
理
者
と
の
協
議

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
対
応

し
ま
す
。

南会津町への観光客入込数の推移
年 人　数

平成 19 年 1,430,819 人
平成 24 年 1,002,293 人
平成 29 年 917,195 人

　

本
町
は
首
都
圏

　

に
近
く
、
朝
夕

屋
外
環
境
が
特
に
過
ご
し

や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

温
暖
化
の
影
響
か
ら
企

業
や
学
生
の
夏
季
合
宿
地

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
を

設
置
し
て
び
わ
の
か
げ
運

動
公
園
を
総
合
運
動
場
に

整
備
す
る
考
え
は
。

び
わ
の
か
げ
を
総
合
運
動
場
に

町
長
＝
全
天
候
型
の
陸
上
競
技
場
を
検
討

問

　

現
在
「
南
会

　

津
を
拓
く
最

重
点
要
望
」
と
し
て
南
会

津
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
た
め
、
県
営
体
育
館
の

整
備
を
要
望
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
を
注
視

し
て
全
天
候
型
陸
上
競
技

場
の
改
修
を
含
め
て
検
討

し
ま
す
。

町
長

　

交
流
人
口
を
増

　

や
す
た
め
に
、

今
後
さ
ら
に
観
光
資
源
に

磨
き
を
か
け
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

観
光
客
の
入
込
数
の
推

移
と
観
光
振
興
の
た
め
の

観
光
大
使
制
度
創
設
の
考

え
は
。

観
光
大
使
制
度
創
設
を

町
長
＝
先
進
地
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る

問

　

観
光
客
の
入

　

込
客
数
の
推

移
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

　

観
光
大
使
制
度
化
は
先

進
地
の
事
例
な
ど
を
調
査

研
究
し
ま
す
。

町
長

県内スキー場入込数

スキー場名 2018 年度
シーズン

2019 年度
シーズン

だいくら 54,064 人 33,774 人

たかつえ 162,380 人 131,710 人

高畑 26,469 人 17,529 人

南郷 18,286 人 5,069 人

あだたら高原 24,645 人 19,585 人

アルツ磐梯 124,438 人 44,120 人

猪苗代 107,243 人 19,859 人

猪苗代リゾート 49,400 人 14,591 人

グランディ羽鳥湖 46,314 人 33,898 人

グランデコ 90,336 人 121,161 人

沼尻 44,767 人 17,053 人

猫魔 32,457 人 76,918 人

箕輪 44,967 人 76,419 人

※人数はオープンから２月末までの実績

　

県
内
の
主
な

　

ス
キ
ー
場
の

入
込
状
況
は
下
記
の
と
お

り
で
、
一
部
ス
キ
ー
場

町
長

楠　正次　議員



町政を問う
一 般 質 問

　

田
島
上
町
地

　

区
の
石
造
り

建
築
物
は
飲
食
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
に
、
展
示
な
ど
の

公
益
性
の
高
い
用
途
に
活

用
し
、
日
本
家
屋
は
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
観
光
情

報
の
発
信
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

中
心
市
街
地
活

　

性
化
事
業
検
討

委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

報
告
書
の
内
容
は
。

問町
長

12

町長＝提案内容を受け止め検討
田 島 地 区 中 心 市 街 地 活 性 化 は

利活用が検討されている石造り建築物
（田島上町地内）

　

提
出
さ
れ
た
報

　

告
書
に
対
し
、

町
の
考
え
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。
問

　

土
地
・
建
物

　

の
取
得
や
建

物
の
改
修
に
多
額
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
財

源
な
ど
の
検
討
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
参
画
が
得
ら

れ
る
か
、
事
業
を
運
営
す

る
事
業
主
体
の
選
出
は
十

分
議
論
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

提
案
い
た
だ
い
た
内
容

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
検

討
を
重
ね
ま
す
。

町
長

　

消
防
団
屯
所
の

　

建
て
替
え
に
明

確
な
基
準
は
あ
る
か
。

問 計
画
に
基
づ
く
消
防
屯
所
の
建
て
替
え
は

町
長
＝
再
編
状
況
を
踏
ま
え
検
討

　

一
律
し
た
基

　

準
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
お
お
む
ね
35

年
を
経
過
す
る
建
物
で
、

現
状
確
認
し
、
建
て
替
え

と
し
て
い
ま
す
。

町
長

　

祇
園
祭
と
関
連

　

さ
せ
た
活
用
の

考
え
は
。
問

　

祇
園
祭
の
運

　

営
に
あ
た
る

産う
ぶ

土す
な

奉ほ
う

賛さ
ん

会か
い

や
関
係
団
体

な
ど
の
意
見
を
伺
い
、
町

に
施
設
の
確
保
の
協
力
を

求
め
る
状
況
に
至
れ
ば
検

討
し
ま
す
。

町
長

　

今
後
７
年
間
の

　

う
ち
に
８
屯

所
を
建
て
替
え
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
が
財
源
は
。

問
　

過
疎
対
策
事

　

業
債
や
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
な
ど

の
地
方
債
を
活
用
し
ま
す

が
、
国
の
補
助
制
度
な
ど

の
効
果
的
な
財
源
の
情
報

収
集
に
努
め
ま
す
。

町
長

　

消
防
団
員
の
確

　

保
が
難
し
く
な

り
、
部
の
統
廃
合
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
計
画
ど
お
り

に
実
施
で
き
る
の
か
。

問
　

屯
所
や
車
両

　

な
ど
の
整
備

更
新
は
、
消
防
団
組
織
体

制
と
密
接
に
関
連
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
消
防
組
織
の

再
編
状
況
を
踏
ま
え
、
検

討
し
ま
す
。

町
長

室井　英雄　議員



　

南
会
津
町
総

　

合
振
興
計
画

は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
と
密

接
に
連
携
す
る
も
の
で
あ

り
、
絶
え
間
な
く
実
態
と

目
標
の
検
証
を
行
い
、
随

時
必
要
な
施
策
展
開
を
実

行
す
べ
き
も
の
と
考
え
、

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

　

①
計
画
を
検
証
す
る
た

め
の
実
態
把
握
体
制
は
。

　

②
総
合
振
興
計
画
施
策

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
作

成
内
容
の
信
憑
性
は
。　

問

町政を問う
一 般 質 問

13

町長＝審議会において客観的評価を行う
総 合 振 興 計 画 樹 立 と 検 証 は

　
「
福
島
県
立
南

　

会
津
病
院
」
は

南
会
津
地
方
の
自
治
体
に

と
っ
て
地
域
医
療
体
制
上

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

さ
れ
て
い
る
か
。

問

　

町
役
場
事
業

　

担
当
課
で
検

証
を
行
い
、
総
合
振
興
計

画
審
議
会
に
お
い
て
客
観

的
な
評
価
を
行
な
っ
て
お

り
、
役
割
は
果
た
し
て
い

ま
す
。

町
長

南
会
津
病
院
の
位
置
づ
け
は

町
長
＝
郡
内
唯
一
の
救
急
告
知
病
院

　

県
立
南
会
津

　

病
院
は
南
会

津
地
方
唯
一
の
救
急
告
知

病
院
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
郡
内
４
町

村
が
「
中
山
間
医
療
」
の

充
実
強
化
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

町
長

　

南
会
津
町
総
合

　

振
興
計
画
の
基

本
目
標（
政
策
）に
は「
早

期
医
療
の
充
実
を
図
る
」

と
あ
る
が
、
早
期
医
療
の

充
実
環
境
を
ど
の
よ
う
に

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る

か
。 問

　

早
期
医
療
の

　

充
実
に
は
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
安
定
確

保
と
公
共
交
通
網
に
よ
る

通
院
体
制
の
構
築
が
重
要

で
す
。

町
長

　
「
み
な
み
や
ま

　

観
光
株
式
会

社
」
は
出
資
全
額
が
南
会

津
町
で
あ
り
、
地
方
自
治

体
と
民
間
の
団
体
・
企
業

の
共
同
設
立
と
い
う
第
三

セ
ク
タ
ー
法
人
の
定
義
づ

け
か
ら
見
て
現
在
の
経
営

体
制
は
適
法
か
。

問 み
な
み
や
ま
観
光
株
式
会
社
の
経
営
実
態
は

町
長
＝
町
が
１
０
０
％
出
資

　

み
な
み
や
ま

　

観
光
株
式
会

社
が
町
１
０
０
％
の
出
資

で
あ
っ
て
も
違
法
と
は
認

識
し
て
い
ま
せ
ん
。

町
長

　

み
な
み
や
ま
観

　

光
株
式
会
社

の
経
営
主
体
は
何
処
に
あ

り
、
そ
の
人
事
権
と
経
営

責
任
は
誰
に
あ
る
か
。

問
　

人
事
権
は
町

　

に
あ
り
、
経

営
責
任
は
会
社
の
取
締
役

会
に
あ
り
ま
す
。

町
長

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
町
有
施
設
の
指
定
管
理
基
準
の
あ
り
方

湯田　芳博　議員



　

町
内
の
介
護
施

　

設
で
は
介
護
職

員
不
足
に
悩
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
、
団
塊
世
代
の
方

の
施
設
利
用
希
望
者
が
多

く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
職

員
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
対
し
て
頭
を
悩
ま
せ

対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
高
齢
化
な
ど
も

考
え
れ
ば
ま
す
ま
す
不
足

す
る
と
予
想
さ
れ
、
介
護

職
員
の
育
成
を
図
る
大
事

な
時
期
で
、
支
援
策
が
必

要
と
思
う
が
、
町
の
取
り

組
み
は
。

　

町
内
の
介
護

　

施
設
は
お
お

む
ね
定
員
を
満
た
し
、
経

営
に
影
響
は
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
町
の
定

期
的
な
現
況
調
査
で
は

「
休
暇
が
取
れ
な
い
」「
時

間
外
勤
務
が
増
え
た
」
と

い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、「
介
護
実
態

調
査
」と「
介
護
予
防
ニ
ー

ズ
調
査
」
の
２
つ
の
大
規

模
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

「
第
８
期
南
会
津
町
介
護

保
険
事
業
計
画
」の
中
で
、

人
材
確
保
へ
の
具
体
的
な

支
援
策
を
盛
り
込
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

町
長

町政を問う
一 般 質 問

　

高
齢
者
が
運
転

　

す
る
車
両
へ
の

安
全
装
置
の
設
置
に
対

し
、
他
の
自
治
体
で
は
助

成
し
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。

　

国
で
も
自
動
ブ
レ
ー
キ

の
義
務
化
へ
移
行
し
て
い

ま
す
。

　

社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
高
齢
者
の
交
通
事
故
対

策
に
向
け
、
支
援
を
す
る

考
え
は
。

　

令
和
元
年
中

　

の
町
内
で
の

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

踏
み
間
違
い
事
故
は
、
人

身
０
件
、
物
損
３
件
で
し

た
。

　

政
府
で
は
高
齢
者
の
事

故
防
止
対
策
と
し
て
「
※
１

　

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」
制
度

を
閣
議
決
定
し
、
安
全
装

問

14

町長＝介護保険事業計画の中に盛り込む

介 護 職 員 の 育 成 を す べ き で は

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
に
支
援
を

町
長
＝
国
の
「
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」
制
度
を
周
知

町
長

　
　
※
１

　

サ
ポ
カ
ー
補
助
金

　

安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の
導
入
な
ど
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
高
齢
運
転
者
の
安
全
対
策
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
等
抑
制

装
置
な
ど
の
安
全
装
置
の
導
入
に
対
し
て
交
付
す
る

補
助
金
。

用語

置
な
ど
の
設
置
に
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
、
今
年
３
月
か
ら
申

請
受
付
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

　

町
で
は
国
の
制
度
を
有

効
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
周
知
を
行
い
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
抑
止
に
努
め

ま
す
。

湯田　良一　議員



　
そ
の
他
の
質
問

　
・「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
室
」（
仮
称
）
専
門
家
を
創
設
し

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ス
ト
削
減
を
推
進
せ
よ

　
・
役
場
機
能
保
持
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
づ
く

　
　
り
を

　
・
児
童
生
徒
が
自
宅
で
テ
レ
授
業
を
受
け
ら
れ
る
環

　
　
境
づ
く
り
を

　

こ
の
雪
不
足

　

で
オ
ー
プ
ン

日
の
延
期
や
、
南
郷
ス

キ
ー
場
に
至
っ
て
は
１
月

の
営
業
日
が
10
日
間
で
し

た
。

　

各
指
定
管
理
者
か
ら

「
ス
キ
ー
場
経
営
が
深
刻

な
状
況
な
の
で
、
町
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

先
日
の
全
員
協

　

議
会
で
、
少
雪

経
済
対
策
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

町
の
予
算
で
ス
キ
ー
場

の
指
定
管
理
者
へ
過
去
３

年
間
の
収
支
の
平
均
値
ま

で
補
て
ん
す
る
支
援
策

は
、
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

方
針
決
定
ま
で
の
経
緯

と
財
源
処
置
は
。

問

町政を問う
一 般 質 問
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町長＝少雪という特殊な要因で決定、除雪予算の組み換え

ス キ ー 場 支 援、 決 定 経 緯 と 財 源 は

町
長

南郷スキー場のようす ( 令和 2 年 2 月中旬撮影 )

　

雪
不
足
の
影
響
は
、
指

定
管
理
者
の
努
力
で
は
ど

う
に
も
で
き
な
い
特
殊
な

要
因
で
、
各
ス
キ
ー
場
へ

の
支
援
を
早
急
に
調
査
、

検
討
し
た
結
果
今
回
の
支

援
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
源
措
置
は
、
今
年
度

の
除
雪
委
託
料
の
支
出
が

極
端
に
少
な
く
な
り
、
そ

の
予
算
の
組
み
換
え
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。

　

冬
季
雇
用
者
に

　

は
、
今
回
の
よ

う
に
給
料
が
激
減
し
て
も

保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
ス
キ
ー
場
に
対
し
給

料
保
証
と
し
て
予
定
額
の

何
割
程
度
か
支
払
う
よ
う

に
指
導
す
る
考
え
は
。

問
　

本
来
従
事
す

　

る
は
ず
だ
っ

た
従
業
員
に
対
し
て
、
何

ら
か
の
手
当
の
支
払
い
を

す
る
よ
う
各
指
定
管
理
者

へ
お
願
い
し
ま
す
。

町
長

　

今
年
、
御
蔵
入

　

交
流
館
の
照
明

設
備
改
修
工
事
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
）
に
３
億
３
３
６
０
万

円
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

更
新
内
容
の
確
認
に
は

多
く
の
専
門
的
能
力
が
必

要
で
す
。

　

そ
の
チ
ェ
ッ
ク
作
業
は

誰
が
行
い
、
他
の
自
治
体

な
ど
も
参
考
に
し
て
い
ま

す
か
。 問 施

設
設
備
更
新
チ
ェ
ッ
ク
は
誰

町
長
＝
担
当
課
が
行
っ
て
い
る

　

施
設
担
当
課

　

で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

大
規
模
な
施
設
修
繕
や

設
備
更
新
で
は
、
概
算
事

業
費
の
算
出
に
あ
た
り
、

他
自
治
体
の
同
様
な
設
備

更
新
事
業
費
や
事
業
内

容
、
設
計
業
者
、
工
事
施

工
業
者
な
ど
も
参
考
に
し

て
い
ま
す
。

町
長

湯田　哲　議員



　

町
有
財
産
（
土

　

地
・
建
物
）
の

未
登
記
物
件
の
件
数
は
。

　

令
和
２
年
２

　

月
末
現
在

で
、土
地
が
１
３
７
８
件
、

建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

町政を問う
一 般 質 問

16

町長＝未登記物件の解消に努める
町 有 財 産 の 未 登 記 物 件 は

町
長

舘岩高齢者福祉センター「高夕」利用状況

年度 入居者数
平成 26 年度 ５人
平成 27 年度 ７人
平成 28 年度 ７人
平成 29 年度 ４人
平成 30 年度 ６人
令和 元 年度 ４人

　

こ
こ
数
年
、
舘

　

岩
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
高
夕
」
の
居

住
棟
の
利
用
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
率
の
向
上
対
策
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

町
長
＝
「
ま
ち
の
お
知
ら
せ
」
等
に
掲
載
し
周
知
を
図
る

「
高
夕
」
の
利
用
率
向
上
を

問

　

登
記
が
で
き
な

　

い
理
由
は
。

　

主
な
要
因

　

は
、
道
水
路

の
分
筆
漏
れ
、
相
続
手
続

き
や
抵
当
権
抹
消
に
関
す

る
も
の
で
す
。

　

登
記
可
能
な
も
の
、
困

難
な
も
の
、
非
常
に
困
難

な
も
の
に
分
類
し
解
消
に

努
め
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
は

14
件
、
平
成
29
年
度
は
11

件
、
平
成
30
年
度
は
39

件
、
令
和
元
年
度
は
２
月

末
現
在
で
10
件
解
消
し
ま

し
た
。 問町

長

　

利
用
者
は

　

年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

居
住
棟
の
定
員
は
９
世

帯
10
人
で
す
が
、
令
和
元

年
度
の
利
用
者
は
４
世
帯

４
人
で
す
。

　

利
用
者
減
少
の
大
き
な

要
因
は
高
齢
化
に
伴
い
、

自
炊
な
ど
が
困
難
と
な
っ

た
方
、
要
介
護
と
な
り
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介

町
長

護
老
人
保
健
施
設
な
ど
へ

入
所
さ
れ
る
高
齢
者
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
「
ま
ち
の
お
知
ら
せ
」

や「
広
報
み
な
み
あ
い
づ
」

へ
の
掲
載
や
民
生
委
員
へ

の
協
力
依
頼
を
継
続
す
る

ほ
か
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
て
、
利
用

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

川島　進　議員

舘岩高齢者福祉センター「高夕」



町政を問う
一 般 質 問

　

整
形
外
科
が

　

非
常
勤
体
制

に
、
内
科
は
常
勤
５
名
が

４
名
に
な
る
と
の
情
報
を

得
て
医
師
確
保
の
要
望
活

動
を
町
独
自
と
、
郡
内
４

町
村
・
議
会
と
合
同
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

町
長

17

町長＝署名活動に取り組む

県 立 南 会 津 病 院 の 医 師 確 保 を

　

県
立
南
会
津

　

病
院
は
郡
内

唯
一
の
総
合
病
院
で
、
地

域
医
療
の
中
核
で
す
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
、

整
形
外
科
医
師
が
常
勤
で

無
く
な
る
と
の
話
が
あ
り

ま
す
。

　

整
形
外
科
が
常
勤
で
無

く
な
れ
ば
常
勤
の
診
療
科

は
３
科
と
な
り
、
地
域
医

療
の
衰
退
に
繋
が
り
、
地

区
住
民
の
生
存
に
も
関
り

ま
す
。

　

町
の
対
応
は
。

問

　

常
勤
医
師
の

　

配
置
見
送
り

は
、
南
会
津
地
方
の
地
域

医
療
が
重
大
な
事
態
と
な

り
影
響
は
計
り
知
れ
な
い

と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
県
へ
の
働
き
か

け
を
強
め
ま
す
。

町
長 　

非
常
勤
と
な

　

れ
ば
、
手
術
や

入
院
は
出
来
な
く
な
り
、

会
津
若
松
市
な
ど
へ
通
院

せ
ざ
る
を
得
な
く
、
患
者

は
も
と
よ
り
家
族
も
送
迎

で
仕
事
を
休
む
な
ど
、
大

変
な
負
担
増
と
な
り
ま

す
。

　

町
の
考
え
は
。

問

　

こ
れ
ま
で
県

　

は
、「
南
会
津

病
院
は
、
へ
き
地
中
核
病

院
と
し
て
充
実
に
向
け
取

り
組
ん
で
行
く
」
と
言
っ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
っ
た

く
偽
り
で
は
な
い
か
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

常
勤
医
師
廃
止
に
対

し
、
強
く
反
対
の
意
思
表

示
を
す
べ
き
で
す
。

　

医
師
確
保
の
署
名
活
動

を
町
・
郡
で
取
り
組
み
、

県
に
働
き
掛
け
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
対
応
は
。

問

　

南
会
津
地
域

　

の
住
民
が
一

丸
と
な
っ
て
の
署
名
活
動

は
、
地
域
医
療
を
担
う
中

核
医
療
機
関
で
あ
り
、
住

民
の
命
と
健
康
を
守
る
と

い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
、
町
が
中
心
と
な
り
他

町
村
と
も
連
携
し
取
り
組

み
ま
す
。

町
長

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
町
民
の
安
全
安
心
を
め
ざ
し
て

渡部　訓正　議員

県立南会津病院



　

地
域
の
魅
力
を

　

発
信
す
る
た
め

に
広
報
特
派
員
制
度
を
設

置
し
、
町
民
と
共
に
作

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ペ
ー

パ
ー
、
広
報
事
業
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

　
「
広
報
み
な

　

み
あ
い
づ
」

に
は
町
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
提
供
が
あ
り
ま
す

が
、
身
近
な
地
域
の
情
報

収
集
や
発
信
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ペ
ー
パ
ー
の
方
が
よ

り
効
果
的
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
ご
と
に

取
り
組
む
に
は
運
営
に
課

題
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
見
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
努
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
情
報
を
提
供
し

や
す
い
方
法
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問

町政を問う
一 般 質 問
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町長＝情報を提供しやすい方法を検討

町 民 と 共 に 魅 力 発 信 を

町
長

　

郡
内
に
あ
る

　

５
つ
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人

南
会
津
会
の
平
成
30
年
度

決
算
は
２
億
２
５
３
０
万

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
有
価
証
券
の
売
却

に
よ
り
黒
字
決
算
に
な
っ

町
長

　

郡
内
の
特
別
養

　

護
老
人
ホ
ー
ム

は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
経
営
状
況
は
。

町
長
＝
収
支
改
善
と
計
画
的
な
修
繕
を
指
導

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
経
営
状
況
は

問
　

舘
岩
地
域
で
は

　

少
子
化
が
進

み
、
小
・
中
学
校
の
学
校

運
営
に
課
題
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

町
の
考
え
は
。

問

　

舘
岩
小
・
中

　

学
校
は
地
域

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

学
校
で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
良
い
学
習

環
境
の
た
め
に
は
一
定
規

模
の
児
童
生
徒
数
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
十
分
話
し
合

教
育
長

た
も
の
で
、
経
営
状
況
は

介
護
報
酬
の
改
定
な
ど
に

よ
り
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
施
設
老
朽
化
に

よ
る
多
額
の
修
繕
費
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
収

支
改
善
と
計
画
的
な
修
繕

を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
※
１

　

山
村
留
学

　

都
市
部
の
小
・
中
学
生
が
長
期
間
に
わ

た
っ
て
親
元
を
離
れ
、
自
然
豊
か
な
農
山

村
や
漁
村
で
生
活
を
す
る
こ
と
。

用語

町
長
＝
収
支
改
善
と
計
画
的
な
修
繕
を
指
導

舘
岩
地
域
少
子
化
対
策
は

い
を
持
ち
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
他
地
域
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る

こ
と
も
一
つ
の
方
策
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年

度
よ
り
※
１

　

山
村
留
学
事
業

の
候
補
地
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

大桃　英樹　議員
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産
業
建
設
委
員
会　
渡
部
訓
正
・
湯
田
良
一
・
馬
場　

浩

高
野
精
一
・
山
内　

政　
　
　
　

少
雪
対
策
の
検
討
と
現
地
調
査
を
実
施

　

２
月
13
日(

木)

、
産

業
建
設
委
員
会
は
、
暖
冬

に
よ
る
記
録
的
雪
不
足
へ

の
対
応
検
討
と
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

台風 19 号の影響で被災した大橋堰

　　　　　　　【工事請負契約】
◆ 工事名
　令和元年災大橋堰災害復旧工事
◆ 工事内容
　頭首工　一式
◆請負金額　７，４２５万円
◆工事場所　大橋字百刈地内
◆契約の相手方　南総建株式会社

議案第１号

委 員 会 活 動 報 告

第 １ 回 臨 時 会
令和２年１月２８日

　

令
和
２
年
１
月
28
日
に
令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
報
告
１
件
、
工
事
請
負
契
約
に
関
す
る
議

案
１
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
を
見
る
と
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪

が
少
な
い
と
は
い
え
、
こ

れ
か
ら
の
時
期
は
増
水
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
に
工
事
が
で
き
る

の
か
。

問

答
　

自
然
条
件
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
施
工
業
者
と
協

議
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

繰
り
越
し
も
視
野
に
入
れ

て
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
内
容
は
現

況
施
設
が
木
工
沈
床
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
改

良
沈
床
と
い
う
形
で
約

２
４
８
㎡
に
わ
た
っ
て
復

旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

産業建設委員会

少

雪

対

策

の

検

討

　

令
和
元
年
度
シ
ー
ズ
ン

の
降
雪
が
極
端
に
少
な
い

な
か
で
、
所
管
す
る
委
員

会
の
中
で
考
え
ら
れ
る
対

策
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

結
果
、
次
の
こ
と
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

①
工
事
や
業
務
の
発
注

　
　

を
極
力
早
く
行
う
。

　

②
除
雪
待
機
保
証
料
の

　
　

受
給
対
象
で
な
い
町

　
　

道
支
線
な
ど
の
除
雪

　
　

業
者
へ
の
支
援
。

現

地

調

査

　

こ
の
施
設
で
は
公
共
下

水
処
理
と
放
射
能
簡
易
測

定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道(

田
島
処

理
区)

は
、
接
続
可
能

人
数
は
３
９
０
０
人
で

す
が
、
現
在
の
接
続
は

３
０
０
０
人
（
約
76
％)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
収

支
状
況
は
、
一
般
会

計
の
繰
出
し
が
総
予

算
の
50
％
を
占
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
収

支
改
善
が
必
要
で

す
。

　

今
後
は
、
接
続
加

入
者
の
拡
大
と
維
持

経
費
の
節
約
も
必
要

と
考
え
ま
す
。

田

島

都

市

環

境

セ

ン

タ

ー

南

会

津

樹

木

育

苗

セ

ン

タ

ー

　

令
和
２
年
１
月
24
日
に

住
友
林
業
㈱
が
長
野
区
内

に
全
国
６
カ
所
目
と
な
る

苗
木
生
産
施
設
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

苗
木
移
植
・
移
動
が
楽

に
で
き
る
ム
ー
ビ
ン
グ
ベ

ン
チ
シ
ス
テ
ム
や
水
散
布

を
自
動
で
行
う
自
走
式
灌

水
機
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
作
業
員
の
負
担
軽
減

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
30
万
本
の
カ
ラ
マ

ツ
苗
生
産
を
計
画
し
て
お

り
、
今
後
の
林
業
活
性
化

に
期
待
が
持
て
ま
す
。

田島環境センターの施設概要説明のようす
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資料提供：南会津町観光物産協会

委 員 会 活 動 報 告

町内宿泊施設などの宿泊パックリフト券販売額集計表
スキー場名 12 月 1 月 合計 増減比

だいくらスキー場

平成 30 年度 292,500 1,330,500 1,623,000

約 90％減令和元年度 0 165,600 165,600

年度比較 ー 292,500 ー 1,164,900 ー 1,457,400

たかつえスキー場

平成 30 年度 872,500 2,883,000 3,755,500

約 20％減令和元年度 593,000 2,414,400 3,007,400

年度比較 ー 279,500 ー 468,600 ー 748,100

高畑スキー場

平成 30 年度 68,500 546,000 614,500

約 58％減令和元年度 0 254,300 254,300

年度比較 ー 68,500 ー 291,700 ー 360,200

南郷スキー場

平成 30 年度 15,000 228,500 243,500

100％減令和元年度 0 0 0

年度比較 ー 15,000 ー 228,500 ー 243,500

４スキー場
合計

平成 30 年度 1,248,500 4,988,000 6,236,500

約 45％減令和元年度 593,000 2,834,300 3,427,300

年度比較 ー 655,500 ー 2,153,700 ー 2,809,200

総務委員会

総
務
委
員
会　
　

湯
田　

哲
・
川
島　

進
・
湯
田
芳
博　

菅
家
幸
弘
・
星　

光
久
・
室
井
嘉
吉

雪
不
足
に
よ
る
経
済
的
影
響
を
調
査

　

令
和
２
年
２
月
10
日

(

月)

、
総
務
委
員
会
は
、

暖
冬
に
よ
る
記
録
的
雪
不

足
に
よ
る
経
済
的
影
響
や

町
民
生
活
の
調
査
と
そ
れ

ら
の
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

少

雪

対

策

の

検

討

済
的
影
響
や
対
策
の
意
見

交
換
を
行
い
、
次
の
こ
と

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

①
ス
キ
ー
場
は
来
シ
ー

　
　

ズ
ン
（
グ
リ
ー
ン
シ

　
　

ー
ズ
ン
）
も
含
め
て

　
　

検
討
す
る
。

　

②
予
算
執
行
を
早
め
る
。

　

③
新
た
な
融
資
制
度
を

　
　

検
討
す
る
。

　

ス
キ
ー
場
の
入
込
客
数

や
宿
泊
者
数
が
大
幅
に
減

少
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
経

雪不足となった南郷スキー場のようす
（令和 2 年 1 月 15 日時点）

※宿泊パック１枚の料金はパックの種類により異なります。（2,500 ～ 3,000 円）

（単位：円）
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委 員 会 活 動 報 告

町教育委員との懇談のようす

文
教
厚
生
委
員
会　
大
桃
英
樹
・
丸
山
陽
子
・
五
十
嵐
芳
道

室
井
英
雄
・
楠　

正
次　
　
　
　
　
　

　

令
和
元
年
12
月
18
日

（
水
）、　

文
教
厚
生
委
員

会
は
町
の
教
育
の
課
題
や

少
子
化
に
よ
り
児
童
生
徒

の
減
少
が
見
ら
れ
る
舘
岩

地
域
の
教
育
の
あ
り
方
を

議
題
と
し
て
教
育
委
員
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

教
育
委
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

介
護
保
険
制
度

と

町

の

現

状

総務委員会文教厚生委員会

少

子

化

著

し

い

舘

岩

地

域

の

現

状

　

舘
岩
地
域
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
在
席
人
数
見
込

み
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
は
、

昨
年
度
舘
岩
小
学
校
、
舘

岩
中
学
校
の
学
校
訪
問
を

行
い
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
複
式
学
級
へ
の
不
安
や

部
活
動
の
維
持
、
負
担
増

に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
こ

と
に
注
目
し
て
き
ま
し

た
。

舘岩地域小・中学校在席人数見込み

年度 舘岩
小学校

舘岩
中学校 合計

令和元年度 39 人 30 人 69 人
令和２年度 29 人 30 人 59 人
令和３年度 30 人 26 人 56 人
令和４年度 29 人 22 人 51 人
令和５年度 24 人 18 人 42 人

地

域

と

し

て

今

後

の

あ

り

方

は

　

懇
談
会
で
は
、「
こ
れ

ま
で
は
統
合
に
よ
り
対
応

し
て
き
た
が
、
今
後
は
地

理
的
な
課
題
も
あ
り
統
合

は
難
し
い
」、「
小
・
中
だ

け
で
な
く
幼
稚
園
も
一
緒

に
し
て
、
幼
・
小
・
中
一

貫
の
教
育
と
い
う
こ
と
も

一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え

ら
れ
る
」
な
ど
の
、
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
地
域
の

皆
さ
ん
と
懇
談
会
な
ど
を

持
ち
、
舘
岩
地
域
の
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
と
と
も
に
、
令

和
２
年
度
か
ら
「
山
村
留

学
事
業
」
を
計
画
し
、
他

地
域
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
と
し

て
も
、
舘
岩
地
域
の
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、小
・

中
一
貫
教
育
や
山
村
留
学

制
度
の
導
入
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
よ
り
加
速
が

予
想
さ
れ
る
少
子
化
の
状

況
を
鑑
み
、
少
人
数
教
育

に
関
す
る
効
果
の
研
究
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
17
日

（
月
）、　

文
教
厚
生
委
員

会
は
高
齢
化
率
の
上
昇
や

※
１

　

２
０
２
５
問
題
が
懸
念

さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
、
健
康
福
祉
課
か

ら
制
度
の
説
明
を
受
け
る

と
と
も
に
、
町
の
現
状
と

課
題
に
関
す
る
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郡
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
運

営
す
る
社
会
福
祉
法
人
南

会
津
会
を
訪
問
し
、
運
営

状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
　
※
１

　

２
０
２
５
問
題

　

２
０
２
５
年
ご
ろ
ま
で

に
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者(

75
歳
以
上)

と
な

る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

な
ど
社
会
保
障
費
の
急
増

が
懸
念
さ
れ
る
問
題
。

　

国
民
の
４
人
に
１
人
が

後
期
高
齢
者
と
い
う
超
高

齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。

用語

調

査

結

果

　

学
習
会
と
社
会
福
祉
法

人
南
会
津
会
訪
問
か
ら
、

次
の
４
つ
の
課
題
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

①
介
護
人
材
の
不
足
（
従

　

事
者
、育
成
す
る
人
材
、

　

事
業
運
営
者
）

②
地
域
で
の
支
え
合
い
の

　

体
制

③
増
加
す
る
介
護
給
付
費

　

を
支
え
る
財
源

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

の
老
朽
化
と
経
費
増
大

　

高
齢
化
率
が
今
後
も
上

昇
す
る
社
会
情
勢
に
あ
っ

て
介
護
の
充
実
は
地
域
全

体
の
課
題
で
す
。

　

町
の
高
齢
化
率
は
40
％

を
超
え
る
状
況
に
あ
り
、

今
後
は
「
社
会
福
祉
の
視

点
に
立
っ
た
地
域
の
あ
り

方
」
を
町
全
体
で
模
索
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
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要 望 活 動 報 告

少

雪

経

済

対

策

を

　

町
議
会
は
、
令
和
２
年
３
月
６
日
（
金
）、
今
回

の
雪
不
足
に
よ
る
経
済
な
ど
の
影
響
を
深
刻
に
受
け

止
め
、
各
常
任
委
員
会
が
調
査
を
行
い
、
対
策
事
項

を
と
り
ま
と
め
た
「
少
雪
に
お
け
る
経
済
対
策
」
に

つ
い
て
町
に
要
望
書
を
提
出
し
、
早
急
な
対
応
を
求

め
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
同
月
13
日
に
要
望
に
対
す
る
回
答
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
下
記
の
と
お
り
）

議会から町長へ要望書を手渡しするようす
（左から大桃文教厚生委員長、渡部産業建設委員長、湯田総務委員長、

室井議長、大宅町長、楠副議長、山内議会運営委員長）

【 少雪における経済対策に関する要望事項と町当局からの回答】

①少雪によりスキー場が稼働しなかったため、待機を余儀なくされ今シーズン予定されてい
た収入が望めなくなった従業員に対して、何らかの手当が支給されるよう指定管理受託事業
者に対し、配慮をお願いしたい。
　⇒何らかの手当が支給されるよう指定管理受託事業者に強く働きかけます。
　
②予算計上されているものは早期の予算執行をするよう手立てを講じてほしい。
　⇒早期発注、早期執行に努めます。

③今後、これまでに経験したことのない災害なども予想されることから、新たに危急を要す
る事態に対応できる貸付制度などの創設を研究いただきたい。
　⇒今後、調査検討を進めます。

県
立
病
院
の
医
師
確
保
を

　

町
議
会
は
、
令
和
２
年
３
月
27
日
（
金
）、
３
月

定
例
会
で
可
決
し
た
「
県
立
南
会
津
病
院
の
医
師
確

保
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
県
総
務
部
次
長

を
と
お
し
て
県
知
事
に
提
出
し
、
医
師
確
保
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
県
立

南
会
津
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
医

療
体
制
充
実
強
化
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
８
頁
に
意
見
書
の
内
容
掲
載
が
あ
り
ま
す
。）

県総務部 金子次長（右）に意見書を手渡しする
室井議長（中央）と大桃文教厚生委員長（左）
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全 国 町 村 議 会 議 長 会 自 治 功 労 者
受 賞 お め で と う ご ざ い ま す

　南会津町議会から山内 政議員が、在職
15 年以上の功績が認められ、全国町村議
会議長会会長より自治功労者表彰を受賞
されました。
　今後も町政進展のため、一層のご活躍
を期待いたします。

山内　政　議員

【表紙の紹介】
　

令
和
２
年
４
月
１
日
、
新
た
な
第
三
セ
ク

タ
ー
「
株
式
会
社
み
な
み
あ
い
づ
」
が
開
所
し

ま
し
た
。

　
「
み
な
み
や
ま
観
光
株
式
会
社
」「
会
津
高
原

リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
」「
会
津
高
原
フ
レ
ン
ド

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
３
社
が
統
合
し
た
新

会
社
で
す
。

　

今
後
、
町
民
の
福
祉
と
交
流
人
口
の
増
加
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「株式会社みなみあいづ」

開所式のようす

　

令
和
２
年
１
月
15
日
（
水
）、
宮
城
県
利
府
町
議

会
が
行
政
視
察
研
修
で
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
議
会
運
営
委
員
会
が
議
会
基
本
条
例
制
定

の
効
果
な
ど
の
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
な
ど
を
説

明
し
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
文
化
複
合

施
設
の
取
り
組
み
と
し
て
「
御
蔵
入
交
流
館
」
の
建

設
に
あ
た
っ
て
の
経
過
や
財
源
、
運
営
方
法
に
つ
い

て
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
利
府
町
議
会
が
来
町

行政視察受け入れ

宮城県利府町議会　行政視察研修のようす

あいさつを述べる渡部社長
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南会津町へ U・I ターンしてきた方へ、移住されたきっかけや町
の魅力をインタビューしました。

右から佐藤 良
よしゆき

行さん ( 郡山市出身 )、茂
しげこ

子さん ( 南会津町出身 )
　東京都品川区から南会津町（川島区）へ U・I ターンし、
現在６年目です。
　二人で家庭菜園やバウンドテニスを趣味に過ごされていま
す。

　

南
会
津
町
に
来
ら

　

れ
る
前
は
ど
ち
ら

に
お
住
ま
い
で
し
た
か
？

Q

24

議会を傍聴する手続きは簡単です。
本庁 3 階の議場傍聴席入り口で住所
と氏名を書くだけです。
傍聴席では、提出された議案も閲覧
できます。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か議会広報委員会
委 員 長 丸山　陽子
副 委 員 長 馬場　　浩
委 員 五十嵐芳道

川島　　進
渡部　訓正
湯田　　哲

令 和 ２ 年 第 ２ 回 定 例 会

６月５日（金）開会予定

町 民 の 声

　

東
京
都

　

品
川
区

で
す
。

良
行
さ
ん

　

U
・
I
タ
ー
ン

　

を
す
る
き
っ
か
け

は
な
ん
で
す
か
？

Q

　

東
京
で

　

二
人
と

も
郵
便
局
で
働
い
て
い
ま

良
行
さ
ん

し
た
が
、
退
職
を
機
に
自

分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
戻

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

私
の
実
家
が
郡
山
市

で
、
妻
の
実
家
が
南
会
津

町
で
ど
っ
ち
に
し
よ
う
か

と
悩
み
ま
し
た
が
、
妻
の

母
親
が
高
齢
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
南
会
津
町
に
戻

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

南
会
津
町
に
来
ら

　

れ
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
な
ん
で
す

か
？ Q

　

東
京
に

　

住
ん
で

い
た
頃
は
、
お
互
い
に
趣

味
が
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
は
２
年
前
か
ら
囲

碁
ク
ラ
ブ
に
入
れ
て
い
た

だ
き
、
友
人
も
で
き
ま
し

た
。

　

昨
年
は
３
段
に
な
り
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
そ
れ

を
見
た
方
か
ら
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

都
会
に
は
な
い
ふ
れ
あ

い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

良
行
さ
ん

　

U
・
I
タ
ー
ン

　

す
る
に
あ
た
り
不

安
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Q

　

な
じ
め

　

る
か
不

安
で
し
た
が
、
お
義
母
さ

ん
が
ご
近
所
の
方
と
友
好

を
築
い
て
い
て
く
れ
た
の

で
、
地
域
に
早
く
な
じ
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

良
行
さ
ん

　

南
会
津
町
の
魅
力

　

は
な
ん
で
す
か
？

Q

　

四
季
折

　

々
の
山

菜
や
野
菜
づ
く
り
が
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

　

ご
近
所
か
ら
差
し
入
れ

を
い
た
だ
く
な
ど
、
一
度

友
人
に
な
る
と
暖
か
い
ふ

れ
あ
い
が
あ
る
と
こ
ろ
が

大
変
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

良
行
さ
ん

　

町
行
政
に
求
め
る

　

こ
と
は
？

Q

　

交
通
手

　

段
の
充

実
で
す
。

　

車
い
す
や
手
押
し
車
が

必
要
な
高
齢
者
が
自
由
に

乗
降
で
き
る
バ
ス
が
あ
る

と
い
い
で
す
ね
。

良
行
さ
ん

　

最
後
に
一
言
ど
う

　

ぞ
。

Q

　

町
で
や

　

っ
て
い

る
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
で
き

る
だ
け
参
加
し
、
も
っ
と

町
に
溶
け
込
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

良
行
さ
ん


